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１．はじめに 
本報では、前報の各試験体において、各試験体と躯体

床素面の振動測定結果について報告する。 

２．試験概要 
ピックアップとインパクトハンマーによる振動測定を

行った。ピックアップは図１に示す通り、試験室中央

（測定点１）と外壁付近（測定点２）の躯体床上に設置

した。加振はインパクトハンマーで行い、衝撃力を測定

することで、全時間応答インピーダンス（以下、インピ

ーダンス）による評価を行った。加振点は試験室中央と

し、ピックアップの直上を加振した。 

 

図 1 試験室概要と計測点 

３．試験結果 

３．１ 躯体床 
図 2 は、躯体床素面状態における振動速度の周波数分
析結果と 1/1 オクターブバンドのインピーダンスレベルで
ある。 
振動速度は、測定点１において 43Hz が一次モードとし

て卓越しており、この値がスラブの固有振動数であるこ

とがわかる。また、二次モードとして 24Hz が卓越してい
る。 
インピーダンスレベルについては、中央は 31.5Hz 帯域

が際だって低く 90dB となっている。その他の周波数はほ
ぼ同じ値を示しており、中央で 100dB程度である。 
端部は極端に悪い周波数帯域がなく、多少 250Hz が良
くなっているが、ほぼ横並びになっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2 躯体床の振動速度とインピーダンスレベル 

３．２ 従来型（乾式二重床） 

 図 3 は、前報表１の従来型（乾式二重床）③における
振動速度の周波数分析結果と 1/1 オクターブバンドのイン
ピーダンスレベルである。 
振動速度は測定点１において素面時に一次モードとな

っていた 43Hz の値が小さくなり、二次モードであった
24Hz が卓越した形となっている。また、端部は 24Hz と
43Hzが同程度の値となっている。 
インピーダンスレベルについては 31.5Hz と 63Hz は素

面と同程度となっているが、125Hz以上が素面に比べて上
昇している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3 従来型（乾式二重床）③の振動速度とインピーダンスレベル 
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３．３ アングル設置型① 

 図 4 は前報表１のアングル設置型①における振動速度
の周波数分析結果と 1/1 オクターブバンドのインピーダン
スレベルである。 
 振動速度は測定点 1 において、24Hz が一次モードとし
て卓越し、二次モードの卓越がほとんど見られなくなっ

ている。また、鋼材により重量を加算しているが、固有

振動数の変化は見られない。 
 インピーダンスレベルは従来型③に比べて測定点 1 で
全体的に 5～8dB程度上昇している。測定点 2においても
同様の傾向があり、最大で 12dB上昇している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 アングル設置型①の振動速度とインピーダンスレベル 

３．４ アングル設置型② 

図 5 は前報表１のアングル設置型②における振動速度
の周波数分析結果と 1/1 オクターブバンドのインピーダン
スレベルである。 
振動速度は測定点 1においては 24Hzが卓越しており、

アングル設置型①と同様の傾向を示している。 
 インピーダンスレベルに関してもアングル設置型①と

同様の傾向を示しており、アングル設置型①の方が全体

的に高い値となっているが、測定点 2 の 500Hz において
はアングル設置型②の方がアングル設置型①より高い値

となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 アングル設置型②の振動速度とインピーダンスレベル 

４．考察 

４．１ 振動速度 

 振動速度の周波数分析では、素面で明確に卓越してい

た 43Hz が、従来型③では 24Hz の値が増加し二つの周波
数の卓越になった。また、アングル設置型①、②では

43Hz の値が減少して明確に 24Hz が卓越し、固有振動数
が低周波数側に移行する傾向が見られる。 
 試験室住戸は図１の点線で囲まれた部分が一体の躯体

床となっている。測定点 1 は躯体床の中央と西側外壁と
の中間（1/4）付近に位置する。そのため、躯体床素面に
おいては、本来二次モードである 43Hz が、一次モードで
ある 24Hz より大きくなり、一次と二次が入れ替わったと
考えられる。その２つ周波数を主に含む場所で、試験体

を組んだことで、試験体の支持脚による衝撃エネルギー

の分散や重量の加算等の影響により、低周波数側の 24Hz
に一次モードが移行したものと推測される。 
４．２ インピーダンス 

図 6(1)は測定点 1、同図(2)は測定点 2の躯体床及び各試
験体のインピーダンスレベルである。 
 躯体床と従来型は 63Hz 以下で同等の値となっているが、
125Hz以上については、従来型③が大きく上昇している。 
アングル設置型①と②については従来型と同様の傾向

を示し、全体的に従来型③より上昇している。この結果

により、従来型の床に鋼材を設置し上部面材に固定する

ことで床仕上げに入力された衝撃エネルギーが分散され、

躯体床の振動を低減させる効果があることが推測される。 
アングル設置型①と②では、測定点 1 においては、全

体的にアングル設置型①の方が 2～4dB 程度上回っている
傾向がある。その要因としては、鋼材を間引き、設置量

を減らしたことが考えられる。この結果から、鋼材の振

動低減効果はその使用量と関係があることが推測される。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)測定点１            (2)測定点２ 

図 6 躯体床及び各試験体のインピーダンスレベル 

５．まとめ 

振動速度においては、躯体床素面から従来型、従来型

からアングル設置型と周波数成分が低周波数側へと移行

し、結果的に固有振動数が移行する傾向が見られた。 
 インピーダンスレベルにおいては、63Hz の周波数帯域
の素面に対する改善が従来型では見られないが、アング

ル設置型①は 5dB 程度改善し、その他の帯域においても
改善していた。これにより、本工法による床構成で、入

力された衝撃に対する躯体床への振動伝達を低減できる

ことがわかった。 
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